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一
、
震
災
復
興
八
〇
周
年

関
東
大
震
災
の
罹
災
地
で
あ
る
横
浜
と
東

京
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け

て
震
災
復
興
八
〇
周
年
を
迎
え
る
。
横
浜
で

は
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
二
三
日
と

二
四
日
に
、
東
京
で
は
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）

年
三
月
二
四
日
と
二
六
日
に
そ
れ
ぞ
れ
昭
和

天
皇
に
よ
る
行
幸
と
記
念
式
典
が
催
さ
れ
、

か
つ
て
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
人
々
は
復
興

の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

そ
れ
か
ら
八
〇
年
が
経
過
し
た
今
日
、
都

市
・
横
浜
は
さ
ら
に
発
展
す
る
一
方
、
政
府

は
首
都
直
下
地
震
や
東
海
地
震
へ
の
備
え
を

唱
え
て
お
り
、
私
達
の
日
常
生
活
は
地
震
と

隣
り
合
わ
せ
の
状
況
に
あ
る
。
地
震
の
危
険

性
を
知
る
た
め
、
ま
た
、
過
去
の
経
験
か
ら

教
訓
を
得
る
た
め
、
関
東
大
震
災
の
記
憶
を

呼
び
起
こ
し
、
当
時
の
状
況
を
振
り
返
る
こ

と
が
今
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
な
か
、
本
年
四
月
、
横
浜
市
史

資
料
室
は
神
奈
川
区
の
前
川
写
真
館
か
ら
一

冊
の
写
真
帳
の
寄
贈
を
受
け
た
。
そ
の
写
真

帳（
資
料
名「〔
関
東
大
震
災
関
係
写
真
帖
〕」）

に
は
、
廃
墟
と
な
っ
た
市
街
地
や
罹
災
者
の

生
活
、
慰
霊
祭
の
風
景
な
ど
が
収
め
ら
れ
て

お
り
、
震
災
後
の
横
浜
の
状
況
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
資
料
寄
贈
を
契
機
に

当
資
料
室
で
は
、
写
真
資
料
か
ら
関
東
大
震

災
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
展
示
会
（［
期
間
］

二
〇
一
〇
年
二
月
一
日
〜
三
月
二
八
日
）
と
、

災
害
記
憶
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム（［
期
日
］二
〇
一
〇
年
二
月
一
三
日
）

を
催
す
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
は
そ
の
事
前

報
告
と
し
て
、
撮
影
者
と
推
測
さ
れ
る
前
川

謙
三
の
経
歴
を
追
う
と
と
も
に
、「〔
関
東
大

震
災
関
係
写
真
帖
〕」
の
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
き
た
い
。

二
、
写
真
家
・
前
川
謙
三

関
東
大
震
災
の
発
生
し
た
一
九
二
三
（
大

正
一
二
）
年
九
月
一
日
当
時
、
前
川
写
真
館

の
創
業
者
で
あ
る
前
川
謙
三
は
弁
天
通
三
丁

目
に
お
い
て
写
真
館
を
営
ん
で
い
た
。
現
在

の
写
真
館
に
伝
わ
る
話
に
依
れ
ば
、
震
災
後
、

行
政
か
ら
要
請
を
受
け
た
前
川
は
撮
影
機
材

に
助
手
を
伴
っ
て
罹
災
地
を
歩
き
回
っ
た
と

い
う
。
実
際
、
写
真
帳
の
中
に
は
、
山
下

町
を
背
に
助
手
を
撮
っ
た
写
真
が
二
点
あ
る

他
、
別
の
一
点
に
は
、
撮
影
機
材
を
背
負
っ

た
人
物
も
写
っ
て
お
り
、
伝
承
の
内
容
を
裏

付
け
て
い
る
。

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
福
井
県
に
生

ま
れ
た
前
川
は
一
六
歳
と
な
る
一
八
八
九

（
明
治
二
二
）
年
に
上
京
し
、
芝
の
丸
木
写

真
館
、
丸
木
利
陽
の
下
に
入
門
す
る
。
丸
木

は
後
に
東
京
写
真
業
組
合
の
組
合
長
を
務
め

る
な
ど
写
真
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

写
真
技
術
の
基
礎
を
学
ん
だ
前
川
は
渡
米
し

て
セ
ン
ト
ル
イ
ス
写
真
学
校
で
写
真
技
術
の

研
究
に
従
事
し
、
三
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活

を
経
て
帰
国
し
た
後
は
、
杉
浦
六
右
衛
門
の

六
桜
社
（
現
・
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
）
に
技
術

者
と
し
て
入
社
す
る
。

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
、
六
桜
社
を

退
社
し
た
前
川
は
横
浜
・
山
下
町
に
写
真
館

横
浜
・
関
東
大
震
災
の
記
憶
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を
開
業
し
、
そ
の
後
、
弁
天
通
に
店
を
移
し

て
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
写
真
館
は

震
災
時
に
焼
失
す
る
が
、
同
年
一
二
月
に
営

業
を
再
開
し
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年

五
月
二
九
日
の
横
浜
大
空
襲
に
よ
っ
て
再
び

焼
失
す
る
ま
で
弁
天
通
で
営
業
を
続
け
た

（【
図
一
】
参
照
）。

敗
戦
か
ら
半
年
後
の
一
九
四
六
（
昭
和

二
一
）
年
三
月
、
前
川
は
こ
の
世
を
去
る
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
横
浜
通
信
社

の
刊
行
し
た
日
比
野
重
郎
編
『
横
浜
社
会
辞

彙
』
は
ア
メ
リ
カ
で
写
真
技
術
を
学
ん
だ
前

川
を
「
君
は
金
港
一
流
の
写
真
師
」
と
評
し

て
お
り
、
ま
た
、
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東

京
芸
術
大
学
）
や
小
西
写
真
専
門
学
校
（
現
・

東
京
工
芸
大
学
）
も
前
川
を
講
師
（
修
整

術
担
当
）
と
し
て
招
く
な
ど
そ
の
技
術
に

は
定
評
が
あ
っ
た
。
日
本
写
真
協
会
の
編

纂
し
た
『
日
本
写
真
界
の
物
故
功
労
者
顕

彰
録
』
は
、
前
川
を
「
米
国
に
遊
学
人
物

撮
影
に
薀
蓄
深
く
一
方
の
指
導
者
で
あ
っ

た
」
と
評
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
実
績
か
ら
行
政
は
前
川
に
罹

災
地
の
写
真
撮
影
を
依
頼
し
た
の
だ
ろ

う
。
前
川
が
撮
影
し
た
と
考
え
ら
れ
る
写

真
群
は
、『
横
浜
復
興
会
誌
』（
横
浜
復
興

会
、
一
九
二
七
年
）
や
『
横
浜
復
興
誌
』

全
四
編
（
横
浜
市
役
所
、
一
九
三
二
年
）、

横
浜
市
震
災
記
念
館
の
展
示
な
ど
に
使
用

さ
れ
た
他
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所

蔵
「
横
浜
震
災
写
真
帳
」
や
横
浜
市
中
央

図
書
館
所
蔵
「
横
浜
震
災
被
害
写
真
帖
」、

横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
「
磯
子
小
学
校
旧

蔵
震
災
写
真
帳
」・「
横
浜
市
震
災
誌
写
真

帳
」（
二
冊
）・「
関
東
大
震
災
記
録
写
真
帳
」

（
二
冊
）
に
も
見
ら
れ
、
公
的
機
関
を
中
心

に
幅
広
く
活
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
性
格
か
ら
今
回
寄
贈
さ
れ
た
写
真

帳
は
、
横
浜
の
関
東
大
震
災
を
記
録
し
た
貴

重
か
つ
基
礎
的
な
歴
史
資
料
と
言
え
る
。

三
、
「
〔
関
東
大
震
災
関
係
写
真
帖
〕
」

写
真
帳
に
は
布
張
り
の
表
紙
（
表
紙
は
破

損
の
た
め
表
は
布
の
み
）
に
二
四
枚
の
黒
色

の
台
紙
（
縦
二
七
cm
×
横
三
六
cm
、全
四
八
頁
）

が
綴
ら
れ
て
お
り
、
一
頁
に
つ
き
三
〜
四
点

の
写
真
（
縦
一
〇
cm
×
横
一
四
cm
）
が
収
め

ら
れ
て
い
る
（【
図
二
】
〜
【
図
四
】
参
照
）。

写
真
の
点
数
は
全
部
で
一
五
〇
点
、
内
容
を

大
別
す
る
と
、
Ⅰ
崩
壊
し
た
建
築
物
や
焼
け

野
原
な
ど
市
内
の
罹
災
状
況
を
撮
影
し
た
写

真
が
一
三
二
点
、
Ⅱ
市
電
の
復
旧
や
救
援
物

資
の
配
給
、
小
学
校
の
授
業
風
景
な
ど
罹
災

者
の
生
活
を
撮
影
し
た
写
真
が
一
〇
点
、
Ⅲ

遭
難
者
大
追
悼
会
や
一
周
年
追
悼
会
な
ど
慰

霊
祭
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
が
八
点
と

な
っ
て
い
る
。
建
築
物
や
街
並
み
を
撮
影
し

た
写
真
が
多
い
反
面
、
人
物
の
写
っ
た
写
真

は
少
な
く
、
被
写
体
の
動
き
は
あ
ま
り
感
じ

ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
施
設
等
の
罹
災
状
況
に

記
録
の
重
点
を
置
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

写
真
を
歴
史
資
料
と
し
て
保
存
す
る
場

合
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
が
、
何
の
た
め

に
撮
影
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
基
本
情
報
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
関
東
大
震

災
を
記
録
し
た
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る
情
報

は
限
ら
れ
て
お
り
、
撮
影
の
時
期
や
場
所
が

判
明
し
て
い
る
写
真
は
極
め
て
少
な
い
。
そ

の
た
め
震
災
関
連
写
真
の
歴
史
的
価
値
を
見

極
め
、
基
本
情
報
を
抽
出
す
る
に
は
、
様
々

な
歴
史
資
料
と
写
真
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら

一
点
一
点
検
証
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。

「〔
関
東
大
震
災
関
係
写
真
帖
〕」
も
多
く
の

震
災
関
連
写
真
と
同
じ
よ
う
に
、
残
さ
れ
た

情
報
は
少
な
く
、
不
透
明
な
部
分
も
多
い
。

撮
影
者
や
撮
影
目
的
に
関
し
て
は
、
管
見
の

限
り
、
他
に
記
録
が
な
い
の
で
、
前
川
写

真
館
の
伝
承
に
依
拠
す
る
以
外
に
方
法
は
な

い
。
少
な
く
と
も
前
川
謙
三
の
業
績
を
考
え

れ
ば
、
同
写
真
館
の
伝
承
に
は
説
得
力
が
あ

る
。
そ
れ
以
外
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
他
の

歴
史
資
料
と
照
合
し
な
が
ら
可
能
な
限
り
抽

出
を
試
み
た
い
。

四
、
撮
影
時
期

写
真
の
撮
影
時
期
は
Ⅰ
か
ら
Ⅲ
で
大
き
く

異
な
る
。
ま
ず
Ⅰ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ⅰ
の
主
な
撮
影
時
期
は
港
内
に
停
泊
す
る

【図1】復興途上の横浜、右端に再建後の前川写真館が確認できる。� 左右田宗夫家資料

【図2】「〔関東大震災関係写真帖〕」の表紙

【図3】4点の写真が貼られたページ（写真は山下町方面）
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軍
艦
や
社
会
基
盤
の
復
旧
状
況
か
ら
考
え

て
、
九
月
中
旬
頃
と
推
察
で
き
る
。
例
え
ば
、

崩
壊
し
た
大
桟
橋
を
撮
影
し
た
写
真
（【
図

五
】
参
照
）
に
は
、
軽
巡
洋
艦
と
共
に
停
泊

す
る
伊
勢
型
戦
艦
の
艦
影
が
は
っ
き
り
と
確

認
で
き
る
。
防
衛
省
防
衛
研
究
所
図
書
館
所

蔵
の
『
大
正
十
二
年　

公
文
備
考　

変
災
災

害
七　

巻
百
五
十
九
』
に
依
れ
ば
、戦
艦
「
伊

勢
」
は
九
月
九
日
に
横
浜
港
に
入
港
し
、
同

月
末
ま
で
停
泊
し
て
い
た
。
九
月
一
九
日
に

は
同
型
艦
の
「
日
向
」
も
横
浜
に
入
港
し
て

い
る
が
、
同
資
料
所
収
の
地
図
や
被
写
体
の

位
置
か
ら
考
え
て
、
写
真
の
戦
艦
は
「
伊

勢
」
で
あ
ろ
う
。
九
月
一
三
日
、
第
三
戦
隊

司
令
官
小
林
躋
造
は
軽
巡
洋
艦
「
球
磨
」
か

ら
「
伊
勢
」
に
移
乗
し
、
入
港
す
る
船
舶

の
管
理
と
横
浜
に
展
開
す
る
海
軍
部
隊
の
指

揮
を
執
っ
た
。
ま
た
、
地
蔵
坂
か
ら
関
内
方

面
を
撮
影
し
た
写
真
（【
図
六
】
参
照
）
に

は
、
亀
之
橋
を
復
旧
す
る
工
兵
隊
と
そ
れ
を

見
守
る
人
々
の
姿
も
確
認
で
き
る
。
東
京
都

公
文
書
館
所
蔵
「
陸
軍
震
災
資
料　

第
一
」

（
松
尾
章
一
監
修
、
田
崎
公
司
・
坂
本
昇
編

集
『
関
東
大
震
災
政
府
陸
海
軍
関
係
史
料
Ⅱ

巻　

陸
軍
関
係
史
料
』、
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
九
七
年
、
所
収
）
に
依
れ
ば
、
亀
之
橋

の
新
設
作
業
は
九
月
一
四
日
か
ら
二
一
日
に

小
倉
の
工
兵
第
一
二
大
隊
第
三
中
隊
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
記
録
か
ら
Ⅰ
の
主
な
撮
影
時
期

は
九
月
中
、
少
な
く
と
も
一
四
日
か
ら
二
一

日
の
期
間
内
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
Ⅰ

に
は
爆
破
・
解
体
後
の
横
浜
市
役
所
の
写
真

な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
す
べ

て
が
九
月
中
旬
頃
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
拙
稿
「
関
東
大
震

災
と
横
浜
市
役
所
」（『
市
史
通

信
』
第
五
号
）
で
述
べ
た
よ

う
に
、
市
役
所
は
一
〇
月
一
五

日
に
水
戸
の
工
兵
第
一
四
大
隊

に
よ
っ
て
爆
破
さ
れ
て
い
る
た

め
、
撮
影
時
期
は
そ
れ
以
降
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
撮
影
場
所
は
市
街
中
心

部
か
ら
そ
の
周
辺
部
の
根
岸
、

南
太
田
、
平
沼
、
神
奈
川
、
子

安
と
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
範
囲
を
一
日
で
歩
き
回
っ

た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
撮

影
は
数
日
に
亘
っ
た
と
思
わ
れ

る
。次

に
Ⅱ
の
写
真
群
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
写
真
の
内
容
を

細
か
く
分
け
る
と
、
①
授
業
風
景
を
撮
影
し

た
写
真
が
三
点
、
②
寿
小
学
校
に
お
け
る
救

援
物
資
の
集
積
風
景
を
撮
影
し
た
写
真
が
二

点
、
③
バ
ラ
ッ
ク
を
撮
影
し
た
写
真
が
一
点
、

④
市
電
の
バ
ラ
ッ
ク
車
両
を
撮
影
し
た
写
真

が
一
点
、
⑤
伊
勢
佐
木
町
を
撮
影
し
た
写
真

が
三
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
〇
月

以
降
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
と
推
察
で
き
る
。

ま
ず
①
は
市
内
小
学
校
の
授
業
再
開
が
一
〇

月
一
五
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
降
で
あ

り
、
④
も
バ
ラ
ッ
ク
車
両
の
運
行
が
一
〇
月

一
七
日
以
降
で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
後
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
②
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
撮

影
時
期
は
不
明
だ
が
、『
横
浜
震
災
誌
』
第

四
冊
に
依
れ
ば
、
一
〇
月
一
日
の
臨
時
配

給
部
設
置
に
伴
い
寿
小
学
校
が
配
給
場
所
と

な
っ
た
の
で
、
撮
影
時
期
は
そ
の
頃
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
同
様
に
③
も
明
確
な
撮
影
時

期
は
判
ら
な
い
が
、
収
容
者
の
生
活
状
況
な

ど
か
ら
震
災
後
一
カ
月
く
ら
い
た
っ
た
時
期

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
⑤
の
一
点
（【
図

七
】
参
照
）
に
は
、
露
天
の
看
板
に
「
十
月

廿
八
日
よ
り
左
の
場
所
に
於
て
営
業
仕
候　

越
前
屋
呉
服
店
」
の
文
字
が
見
え
る
の
で
、

伊
勢
佐
木
町
一
帯
の
撮
影
時
期
は
一
〇
月

二
八
日
前
後
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
Ⅰ
、
Ⅱ
の
写
真
群
の
明

確
な
撮
影
日
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
Ⅲ
の
写
真
群
は
、「
遭
難
者
大
追
悼
会
」、

「
一
周
年
追
悼
会
」
と
撮
影
内
容
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
の
で
、
撮
影
日
の
特
定
は
可
能

で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
は
一
一
月
一
日
、
後

者
は
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
九
月
一
日

【図4】3点の写真が貼られたページ（写真は本町周辺）

【図5】崩壊した大桟橋、写真奥に伊勢型戦艦の艦影が確認できる。

【図6】坂道の先、写真中央に作業中の工兵が確認できる。



5 4

●横浜公園球場と野球 ●横浜・関東大震災の記憶

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
結
果
か
ら
「〔
関

東
大
震
災
関
係
写
真
帖
〕」
所
収
の
主
な
写

真
は
、
九
月
中
旬
か
ら
一
一
月
上
旬
頃
に
撮

影
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

五
、
撮
影
場
所

「〔
関
東
大
震
災
関
係
写
真
帖
〕」
に
は
撮

影
場
所
の
説
明
が
な
い
上
に
、
残
骸
と
な
っ

た
建
物
も
多
い
た
め
、
撮
影
場
所
は
容
易
に

特
定
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
い
に
も

横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
「
関
東
大
震
災
記
録

写
真
帳
」
に
は
撮
影
場
所
の
説
明
が
あ
っ
た

の
で
、
そ
こ
か
ら
撮
影
場
所
を
特
定
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

最
も
点
数
の
多
い
Ⅰ
の
写
真
群

一
三
二
点
を
撮
影
場
所
ご
と
に
分

類
す
る
と
、
①
市
街
南
東
部
（
北

方
町
・
山
手
町
・
山
下
町
）
が

三
三
点
、
②
市
内
中
心
部
（
大
桟

橋
、
港
湾
施
設
、
日
本
大
通
、
本

町
、
港
町
）
が
二
八
点
、
③
市
街

北
西
部
（
伊
勢
佐
木
町
、
馬
車
道
、

野
毛
山
、
伊
勢
山
、
桜
木
町
）
が

四
一
点
、
④
市
街
周
辺
部
（
根
岸

町
、
平
沼
町
、
神
奈
川
町
、
南
太

田
町
、大
岡
町
）
が
三
〇
点
で
あ
っ

た
。
撮
影
場
所
は
異
国
情
緒
溢
れ

て
い
た
山
手
・
山
下
町
方
面
か
ら

本
町
周
辺
の
官
庁
街
、
伊
勢
佐
木

町
の
繁
華
街
や
平
沼
・
神
奈
川
の

工
業
地
帯
な
ど
広
範
囲
に
亘
っ
て

お
り
、
各
地
域
を
代
表
す
る
施
設

が
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
煉
瓦
造
・
石
造
の
建
築

物
の
多
い
市
街
南
東
部
は
瓦
礫
が
多
く
、
木

造
建
築
物
の
密
集
す
る
市
街
北
西
部
は
焼
け

た
ト
タ
ン
や
木
材
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
。

撮
影
者
の
立
ち
位
置
や
レ
ン
ズ
の
方
向
な

ど
細
か
い
撮
影
場
所
の
特
定
に
関
し
て
は
、

市
街
南
東
部
、
北
西
部
と
も
に
大
部
分
が
残

骸
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
間
近
な
被
写
体
か

ら
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

主
に
外
壁
部
分
の
焼
け
残
っ
た
中
央
電
話
局

新
庁
舎
や
開
港
記
念
横
浜
会
館
、
横
浜
正
金

銀
行
や
川
崎
銀
行
横
浜
支
店
、
露
亜
銀
行
な

ど
が
写
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
方
角
か
ら

瓦
礫
や
焼
け
野
原
の
位
置
を
特
定
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
震
災
前
、
本
町
周
辺
に
建

て
ら
れ
た
耐
震
・
耐
火
の
建
築
物
群
は
、
震

動
に
耐
え
た
も
の
の
、
炎
が
内
部
に
侵
入

し
、
大
部
分
が
焼
け
落
ち
て
い
る
。
完
成
直

前
だ
っ
た
中
央
電
話
局
新
庁
舎
な
ど
は
結
局

解
体
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）

年
に
再
建
さ
れ
て
い
る
（
現
・
横
浜
都
市
発

展
記
念
館
）。
し
か
し
、
焼
け
残
っ
た
外
壁

部
分
は
後
世
の
我
々
に
歴
史
的
事
実
を
明
ら

か
に
す
る
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

個
々
の
写
真
と
は
別
に
、
撮
影
者
は
寿
小

学
校
や
関
東
学
院
（
兵
隊
山
）、
中
央
職
業

紹
介
所
（
仮
市
役
所
）
な
ど
を
起
点
に
市
街

地
の
全
景
を
撮
影
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
か
ら

焼
き
払
わ
れ
た
街
々
の
様
子
が
窺
え
る
。
野

毛
丘
陵
や
山
手
丘
陵
か
ら
市
街
地
を
撮
影
し

た
写
真
は
他
に
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
寿

小
学
校
か
ら
市
街
地
を
撮
影
し
た
写
真
は
貴

重
で
あ
る
。
同
小
学
校
は
一
九
一
九
（
大
正

八
）
年
四
月
二
八
日
の
埋
地
大
火
で
焼
失
し
、

翌
年
一
二
月
一
五
日
、
横
浜
市
初
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
と
し
て
誕
生
し
た
。
そ
の

こ
と
が
幸
い
し
、
建
物
自
体
は
焼
け
残
っ
た
。

そ
し
て
、
救
援
物
資
の
供
給
地
点
に
な
っ
た

他
、
市
内
を
見
渡
す
格
好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
写
真
帳
に
は
野
毛
山

方
面
（【
図
八
】
参
照
）、
市
役
所
方
面
、
山

下
町
方
面
（【
図
九
】
参
照
）
を
撮
影
し
た

写
真
が
あ
り
、
主
に
商
店
や
家
屋
の
密
集
す

る
市
街
北
西
部
の
罹
災
状
況
が
窺
え
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、展
示
会
で
は
、「〔
関

東
大
震
災
関
係
写
真
帖
〕」の
性
格
を
十
分
に

活
か
し
つ
つ
、横
浜
の
罹
災
状
況
と
そ
の
特
徴

を
時
期
や
地
域
ご
と
に
示
し
て
い
き
た
い
。

【
主
要
参
考
文
献
・
資
料
】
前
川
写
真
館
「
前
川
写
真

館
の
歴
史
」
／
横
浜
郷
土
研
究
会
編
『
横
浜
に
震
災
記
念

館
が
あ
っ
た
』（
同
、
一
九
九
五
年
）
／
東
京
芸
術
大
学

百
年
史
刊
行
委
員
会
編
『
東
京
芸
術
学
校
百
年
史　

東
京

美
術
学
校
編
』
第
二
巻
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
二
年
）

／
金
井
圓
・
石
井
光
太
郎
編
『
神
奈
川
の
写
真
誌　

関
東

大
震
災
』（
有
隣
堂
、
一
九
七
一
年
）　

／
他

�

（
吉
田
律
人
）

【図7】伊勢佐木町、越前屋呉服店跡の露天商

【図8】翁町4丁目（現2丁目）・寿小学校から野毛山方面を望む

【図9】翁町4丁目（現2丁目）・寿小学校から山下町方面を望む




